
一般社団法人日本病院薬剤師会	助成規程細則Ⅱ	

	

	

第	１	条	 国際学会の助成については、一般社団法人日本病院薬剤師会助成規程によるもののほか、本細則Ⅱの規

定による。	

（目的）	

第	２	条	 国際学会参加への助成制度は、役員又は会員が国外で開催される学術的な学会（以下、学会等）へ参加

する際に、本会が助成金を支給する場合の対象、助成金支給人数及び旅費等に関する事項を定める。	

２	 学会等への参加者（以下第４条、第５条に定める者）に対する旅費は日本病院薬剤師会旅費規程に関わ

らず本細則Ⅱによる。	

（対象学会）	

第	３	条	 助成金支給対象学会等は次のとおりとする。ただし、当該学会において発表する場合の演題及び内容は、

原則として、本会事業に関する事項又は我が国全体を視野に入れた薬剤業務・医療薬学分野に関連する

事項とする。	

（１）国際薬剤師・薬学会議（ＦＩＰ）	

（２）アジア薬剤師連合（ＦＡＰＡ）学術大会	

（３）ＡＳＨＰミッドイヤー臨床薬学会議	

（４）パンパシフィックカンファレンス	

（５）その他会長が認めた学会等	

	(参加要請者）	

第	４	条	 本会が参加要請する者は、国際交流委員会から推薦された者とし、次のとおりとする。	

（１）第３条の学会等より、本会に参加要請があり、会長が認めた者。	

（２）次の条件を満たし、本会から助成金支給となる参加候補者について申請があり、会長が認めた者。	

①	 当該学会等において演者（一般演題を除く）であること。	

②	 帰国後日本病院薬剤師会雑誌（以下、日病薬誌という）に投稿すること。	

（３）本会の当該年度の事業を遂行する上で、会長が特に必要と認めた者。	

	(参加補助者)	

第	５	条	 本会が参加補助する者は、国際交流委員会から推薦された者とし、次のとおりとする。	

（１）次の条件を満たすＡＳＨＰミッドイヤー臨床薬学会議の演者で、所定の手続きに従って応募があり、

会長が認めた者。	

①	 当該年度の４月１日現在、原則として４０歳以下であり、会員歴２年以上であること。	

②	 帰国後日病薬誌に投稿すること。	

③	 過去に本会より国外の学会等への出席に対し助成金が支給されていないこと。	

（２）本会の当該年度の事業を遂行する上で、会長が特に必要と認めた学会における演者。	

（助成金支給人数）	

第	６	条	 第４条及び第５条に定める者の助成金支給は、原則として次の要件を満たした場合に限る。	

（１）助成金支給人数は、各学会等２名以内とする	

（２）助成金支給人数は、年間総数５名以内とする	

（参加要請者への助成金）	

第	７	条		 参加要請者には、旅費（国内外の交通費及び国内外の宿泊費）、日当及び学会登録料を助成する。ただ

し、参加学会が費用を負担する項目については本助成の対象としない。	

２	 旅費は、実費支給とし、できる限りの経済的な経路及び手段を用いなければならない。国内移動に航空

機を利用する場合は、往復割引が利用可能な区間、期間は往復割引を適用した旅客運賃を上限とし、往

復割引が利用不可能な区間、期間は普通旅客運賃を上限とする。国外移動に航空機を利用する場合は、



エコノミークラス普通運賃を上限とする。	

３	宿泊費は学会等開催期間内の実宿泊日数分の実費支給とするが、国外の宿泊費は２０,０００円を上限と

する。また、当該学会参加に際して、国内での宿泊が必要な場合の宿泊費は朝食料金が含まれている場

合も含め１２，０００円を上限とする。	

４	日当は国外での移動、活動に対して支給する。現地交通費を含め３，０００円とし、これに当該学会日

数を乗じるものとする。	

５	 学会登録料は、１０万円を上限とする。	

６	 参加要請者は、原則として所属施設及び他団体等から同一項目の支給を受けることができない。	

（参加補助者への助成金）	

第	８	条		参加補助者には、旅費（国内外の交通費及び国内外の宿泊費）、日当及び学会登録料を助成する。ただし、

参加学会が費用を負担する項目については本助成の対象としない。	

２	 旅費、日当は第７条第２項から第４項を準用する。	

３	 学会登録料は実費とする。	

４	 参加補助者への本会からの助成総額は２０万円を上限とする。	

５	 参加補助者は、原則として所属施設及び他団体等から同一項目の支給を受けることができない。	

（助成金の申請及び受領方法）	

第９条	 本会は、第４条及び第５条に定める者からの申請に基づき助成金を支給する。	

（１）申請は、助成を受ける項目に関する料金の支払いを証明する書類を申請書に添えて行う。ただし、航

空運賃の助成を受ける場合は搭乗券・搭乗案内等を申請書も添えなければならない。	

（２）助成を受ける項目に関する料金を証明する書類を事前に提出することにより、出発前に前払金を受領

することができる。なお、本会は前払金を受領した者に対して、帰国後に前項の手順に従い精算を行

う。	

	(改廃)	

	第１０条	 本細則Ⅱの改廃は理事会において行うことができる。	

	

	附則	 本細則Ⅱは平成１６年２月７日より実施する。	

		本細則Ⅱの実施により、「国際学会参加助成規程」（平成１３年３月１７日）は廃止する。	

	

一部改正	 平成２０年７月２６日	

一部改正	 平成２０年１２月６日	

一部改正	 平成２４年２月１７日	

（一般社団法人への移行に伴う改正）	

一部改正	 平成２４年１０月２０日	

一部改正	 平成３０年２月１０日	
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